
石
式
は
御
領
式
の
系
譜
を
継
ぐ
型
式
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
凹
線
が
沈
線

に
省
略
さ
れ
、
楕
円
形
押
点
も
小
型
化
す
る
。
続
く
黒
川
式
は
鹿
児
島
県

吹
上
町
黒
川
洞
穴
遺
跡
を
標
式
と
す
る
。
黒
色
磨
研
の
精
製
浅
鉢
と
貝
殻

条
痕
の
粗
製
深
鉢
が
代
表
で
あ
る
。
浅
鉢
で
は
口
縁
部
の
立
ち
上
が
り
が

な
く
な
り
、
沈
線
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
深
鉢
は
胴
張
り
す
る
位

置
が
高
く
な
り
、
立
ち
上
が
り
を
な
く
し
た
口
縁
部
と
の
間
が
く
び
れ

る
。

ゆ

う
す

従
来
晩
期
後
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
夜
臼
式
に
代
表
さ
れ
る
突
帯

文
土
器
は
、
弥
生
時
代
前
期
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

第
二
節

地
域
の
縄
文
文
化

一

勝
山
町
の
縄
文
時
代

勝
山
町
内
で
知
ら
れ
て
い
る
遺
跡
は
二
か
所
に
す
ぎ
な
い
。
町
内
の
各

所
で
も
縄
文
時
代
に
属
す
る
可
能
性
が
あ
る
石
器
や
落
と
し
穴
と
推
定
さ

れ
る
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
時
代
を
特
定
す
る
た
め
の
土

器
が
出
土
し
て
い
る
の
は
そ
の
二
か
所
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
調
査

し
た
遺
跡
の
出
土
品
の
整
理
が
完
全
に
済
ん
で
い
な
い
た
め
、
今
後
そ
の

遺
跡
数
が
増
え
る
可
能
性
は
あ
る
。

黒
田
二
又
遺
跡

黒
田
二
又
遺
跡

は
観
音
山
裾
に

あ
た
り
、
県
営
基
盤
整
備
事
業
に
伴

い
平
成
十
二
年
に
調
査
さ
れ
た
。
遺

跡
は
観
音
山
塊
か
ら
伸
び
る
綾
塚
古

墳
が
立
地
す
る
丘
陵
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
東
側
の
谷
の
深
奥
部
に
あ
た

り
、
下
方
に
は
二
又
池
と
い
う
農
業

用
池
が
築
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
自
然
湧
水
が
豊

富
な
場
所
で
あ
る
。
調
査
区
は
標
高

図２―２８ 突帯文土器

図２―２９ 黒田二又遺跡出土土器
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五
〇
㍍
付
近
の
狭
い
稜
線
か
ら
二
九
㍍
付
近
ま
で
下
る
急
峻
な
斜
面
の
裾

の
平
坦
面
に
あ
た
る
。
調
査
区
東
辺
近
く
の
包
含
層
か
ら
押
型
文
土
器
の

小
片
が
二
点
出
土
し
て
い
る
。
長
軸
で
一
〇
�
ほ
ど
の
大
型
の
楕
円
押
型

文
が
施
さ
れ
て
お
り
、
田
村
式
で
あ
ろ
う
。
土
器
は
古
墳
時
代
後
期
の
遺

構
検
出
面
直
上
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
同
時
期
の
遺
構
は
見
当
た
ら
な

い
。
早
期
の
段
階
で
あ
り
、
定
地
性
の
集
落
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
狩
猟

目
的
の
短
期
間
の
居
住
の
痕
跡
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

中
黒
田
遺
跡

昭
和
二
十
年
と
三
十
年
に
水
路
改
修
に
伴
っ
て
土
器
が

出
土
し
た
遺
跡
で
、
町
内
唯
一
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
耕
作
土
表
面
か
ら
五
〇
�
以
上
の
深
さ
に
堆
積
し

た
砂
礫
層
下
層
に
包
含
層
が
あ
り
、
鐘
ヶ
崎
式
・
西
平
式
・
三
万
田
式
・

御
領
式
の
土
器
が
出
土
し
た
。
当
時
、
打
製
石
斧
・
磨
製
石
斧
・
石
鏃
・

石
錘
・
凹
石
も
出
土
し
た
と
い
う
。
平
成
十
一
年
度
に
も
県
営
担
い
手
育

成
型
基
盤
整
備
事
業
に
先
立
ち
試
掘
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
そ
の
土
器

発
見
地
点
の
水
田
で
大
量
の
土
器
が
出
土
し
た
。
や
は
り
土
器
は
耕
作
土

下
の
砂
質
土
〜
砂
礫
層
に
多
く
含
ま
れ
、
南
側
の
微
高
地
上
か
ら
流
れ
込

ん
だ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

発
掘
調
査
は
平
成
十
二
年
に
実
施
し
た
。
調
査
地
点
は
、
土
器
が
出
土

し
た
地
点
の
南
側
で
水
路
か
ら
比
高
差
二
㍍
ほ
ど
の
標
高
一
九
㍍
の
微
丘

陵
上
面
に
あ
た
る
。
土
器
を
出
土
し
た
水
路
側
に
あ
た
る
調
査
区
北
側
に

近
づ
く
ほ
ど
開
墾
に
よ
る
削
平
が
著
し
く
、
ほ
と
ん
ど
遺
構
を
検
出
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
調
査
区
の
東
側
か
ら
二
軒
の
竪
穴
式

写真２―２ 中黒田遺跡２、３号住居跡
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図２―３０ 中黒田遺跡出土土器

写真２―３ ２号住居出土石器

１～３、６、８ 住居３出土
７、９、１０ 住居２出土
４ 試掘出土
５ 焼けピット（炉）

９

６

７

８

１０
１０

２

４

０

１

３

５
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0 10m

住
居
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
二
軒
と
も
、
床
の
中
央
部
が
下
が
る
。
一

号
住
居
は
直
径
二
・
二
㍍
の
円
形
、
二
号
住
居
は
直
径
二
・
八
㍍
の
隅
丸

方
形
で
、
と
も
に
柱
穴
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
２
号
住
居
か
ら
は
腰
岳

産
黒
曜
石
の
石
鏃
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
・
水
晶
の
剥
片
（
写
真
２
―
３
）
と
姫

島
産
黒
曜
石
の
剥
片
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
少
し
離
れ
た
調
査
区
西

側
で
柱
穴
が
巡
る
土
器
埋
設
炉
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
柱
は
炉
が
や
や
南

東
に
偏
す
る
よ
う
に
直
径
約
六
㍍
で
六
本
並
ん
で
い
る
。
炉
に
使
用
し
た

土
器
（
図
２
―
３０
・
５
）
は
上
部
を
失
っ
て
い
る
が
、
鉢
形
で
器
壁
は
一

�
前
後
と
厚
く
、
胴
部
の
最
大
径
は
約
三
〇
�
と
な
る
。
胴
部
の
外
面
に

は
ア
ナ
ダ
ラ
条
痕
で
「
エ
」
字
状
の
文
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
埋
設
炉
の

周
辺
は
広
く
赤
変
し
て
い
た
。
検
出
し
た
住
居
の
配
置
と
削
平
状
況
か
ら

見
て
本
来
は
調
査
区
全
面
に
住
居
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

二

京
都
平
野
の
縄
文
時
代

京
都
平
野
周
辺
で
の
草
創
期
は
、
築
城
町
本
庄
大
坪
遺
跡
か
ら
柏
原
式

土
器
が
出
土
し
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
様
相
が
不
明
で
あ
る
。
前
期
に
な

る
と
遺
跡
数
が
増
え
、
行
橋
市
竹
並
遺
跡
、
辻
垣
遺
跡
で
早
水
台
式
、
福

丸
遺
跡
、
苅
田
町
山
口
遺
跡
、
町
内
の
黒
田
二
又
遺
跡
で
田
村
式
押
型
文

土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
周
辺
地
域
で
も
、
先
の
本
庄
大
坪
遺
跡
の
ほ
か

に
、
豊
津
町
徳
永
川
ノ
上
遺
跡
、
犀
川
町
自
在
丸
遺
跡
、
寺
門
遺
跡
等
か

ら
押
型
文
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
ま
で
は
安
定
化
し
た
集
落

を
営
む
段
階
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
遺
物
が
点
在
す
る
の
み
で
あ
る
。

図２―３１ 中黒田遺跡遺構配置図
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